
　

画像は（株）自立コムのパンフから 春

２月２５日（土）に支援センターで福祉機

器展示会を開きました。３０人の人が見学に

来ました。ＩＴ時代にふさわしい高性能のも

のが３０点ほど展示され、業者の人に説明し

てもらいながら、皆さん、最新の機能を試し

ていました。

福祉機器は、障害者が他の人（家族、友人

など）に頼らず生活するためには必須のもの

です。一人暮らしをしたくても、朝起こす人

がいないだろう、火事になったら危ないだろ

うと、耳の聞こえる人（親兄弟）との同居を

強いられ、聴覚障害者は一人で暮らす自由を

奪われます。子育てでは、赤ちゃんの泣き声

が聞こえないから、耳の聞こえない夫婦が子

どもを持つのは無理だと、子どもを産み育て

る権利を奪われます。

いつまでも、耳の聞こえる人の庇護の下で

暮らすことを強いられます。筆者は、自立

は、「一人で暮らす自由を得る」ことだと

思っています。もちろん、家族や友人のきず

なは大切です。でも、障害者は同世代の人と

比べて「一人（あるいは障害者だけ）で暮ら

して大丈夫か」と思われがちです。障害者が

自由に暮らす権利を保障するために、障害者

が福祉制度で「日常生活用具」の給付が行わ

れて、多くの人が活用しています。
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